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項目：生活環境（騒音・振動） 

担当：山本委員 

意     見 

 

（全体計画） 

【騒音・振動】 

１ 本事業は、近年にない大規模なイベントであり、大会の開催に伴い、多くの関係

車両の走行が予定される。また、競技施設等の周辺には、多くの住宅、教育施設、

福祉施設、医療機関等の環境上配慮すべき施設が存在している。このことから、2019

年夏の試行（輸送テスト）を踏まえたミティゲーションを充実させるとともに、関

係車両の走行に当たっては周辺地域への環境負荷の一層の低減に努めること。 

〔主要環境（大気等）と共通〕 
 
 

（全体計画） 

【騒音・振動】 

２ 大会開催中には多くの大会関係車両が走行し、周辺地域沿道に騒音等の影響を与

えるおそれがあることから、関係車両の稼働台数を明らかにした上で、フォローア

ップにおいて稼働状況を報告すること。 
 
 

（全体計画） 

【騒音・振動】 

３ 会場周辺及びラストマイルにおいては、競技の実施に伴う様々な音が発生し周辺

住民の生活環境に影響を及ぼすおそれがある。ここでは、テストイベントを活用し

た実地検証を行い円滑な大会運営のための取組を推進するとしていることから、そ

の検証結果を記載すること。また、新たな対策を取りまとめた場合はその内容を記

載すること。 
 
 

（競技〔マラソン（オリンピック）、競歩を除く。〕） 

【騒音・振動】 

４ 大会における取組を実践的に準備するためテストイベントを活用した実地検証

を行うとしていることから、検証結果を明らかにするとともに、新たな対策を取り

まとめた場合はその内容を記載すること。 

〔主要環境（大気等）と共通〕 
 

 


